


2)底 部パイプからの時間平均噴流の流速分布

底部パイプ出日での時間平均水平流速の鉛直分布は
一般にパイプ上端より僅かに下方で最大値を示す、非対称

な形となつた。これは後述の図
-3に示すように、底部の流出回近傍に反時計方向の小規模な鉛直循環流が形成さ

れ、これが流出日から流出する噴流の上端部を加速するためであると考えられる。
一方、水平分布は周期が長く、

波高が小さくなるほど (すなわち、波形勾配が小さいほど)単 峯型ないしは
一様型を示すが、周期は短く、波高

が大きくなるほど (すなわち、渡形勾配が大きくなるほど)双 峯型の分布を示すようになった,

3)底 部パイプからの流量

底部パイプから流出した噴流の時間平均流速から時間平均流量を

求め、これをパイプ中心間隔で割つて、堤体単位幅
,単位時間当り  ぞ

の流量を求め、波浪条件との関係をグラフにプロットしたものが図  ぶ

2で ある。この図から、堤体単位幅 ・単位時間当りの流量は、いず  5

れの周期の場合も波高の増大とともヤ
千
ほぼ線形的に増大する

坪
向が
 ほ

見られる。また、周期が長くなるとともに流量が増大することも明  昏

確に認められる。これは、同じ波高の波でも周期が長いほど山の部  轟

a懇げ彊参奮予畳たと品チt,うよ腎ゲ絵言を星蘇尖予揚寮合言品交  昌
より位相差が遅れるため遊水室に水が貯まりやすくなり、遊水室内

外の水位差がより大きくなるためであると考えられる。
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図 2 流 量と波高の関係

4)堤 体沖側前面での時間平均流構造

図-3は遊水室幅が 20cmの ときの堤体沖側前面での時間平均流の流速
ベクトルを表している。この図によると、

底部パイプから流出する噴流は沖側に向かつて流れ、これを補うように堤体前面中層部の流体が堤体側に流れ、

堤体直前で上昇流となつて
一部は上部パイプロから遊水室に流入 し、遊水室を下降し、底部パイプから流出する

噴流へと繁がり、堤体内を通る反時計回りの鉛直循環流を形成している。
一方、堤体沖側の盛哀面付近の流速は

測定できなかつたので現確なことはいえないが、この鉛直循環流の上方から沖側にかけてこれとは反対
の、時計

回りの大きな鉛直循環流が形成されていることがわかる,こ の上層鉛直循環流の起動力は、波の谷の位相
のとき

に上部パイプから沖側に流出する戻り流れである。これが上層を沖に流れ、これを補 うように前述
の堤体前面中

層部の流体が堤体4Rllに流れ、堤体直前で上昇流となって
一部は上部パイプロから遊水室に流入したが、他は沖側

への戻り流れとなると考えられる.以 上のように本堤体周囲には上部バイプ
ー遊水室―底部パイプの経路の反時

計回りの鉛直循環流と、これと対を成す沖側の時計回り?鉛 直循環流が形成されることが確認された。
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図 3 堤 体沖側前面における時間平均流構造の
一例

(Til.25s、H=5.Ocmでの堤体中央を通る鉛直面内)
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